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巾国語の韻尾鼻音の連音変化（第2報）

iを韻腹とする音節について

那 須 清

〔序報記事一部訂正〕 本誌前号77頁ー5行めの分析結果の総括記事に不正確な箇所があるので，下

記のように訂正する。

本来の附厚のイ［すろ音轡的特徴……→本来の尻庁附号のイjする•••…

1 

序報に続いて韻屋鼻音の連音変化を餞察するが，今阿はすべて新しい賓料を用いた。発音者

は陳東海氏＊および玉徳新氏＊＊で，そのソナグラムは本文の後に掲げた。陳氏の録音にはテー

プレコーダの機体に組みこまれたコンデンサーマイクを用い，王氏の録音にはソニー製エレク

トレットコンデンサーマイクロホン ECM-21型を用いた。録音に使用したテープレコーダー

は同一型式であるが同一機ではない。このように録音条件が異なるのは好ましくないが，発音

者が遠隔地にいるためやむを得ない。 ソナグラフの録音レベルは一3UV,.....,OUVとなるよう調

整し，再生レベルは OdBに一定した。今回のソナグラムは F2を詳細に観察し得るよう，固波

数表示範閲を 1/2幅に拡大した。但し， 木文中の比較図表は全幅描記をトレースしたものであ

る。発，訴速度など，その他の条件は前日と同様である。

2 

この第2報は， iを韻腹とする音節についての観寮である。鼻音韻母の中で， inとingとの

区別が日本人にとって最も困難といわれているにもかかわらず，平．観的な観察さえ報告されて

いない。 inとingにおいてはt母音に音占的な差異はないといわれている。とすれば，後続音
節の頭音が非閲鎖音であったり，あるいは閉鎖音であってもその閉鎖の位閻が韻尾の鼻音と異

なる場合， ―n と—ng との区別はいかに実現され，また聴覚的にいかなる手がかりによって識

別されるのであろうか。この問題を検討するため 1こ，前回と同様，同一または類似の音素排列

よりなり，かつ韻尾の対立する音節を第一音節にもっ 2音節語のソナグラムを観察する。

52~54頁に分析結果の比較図表を掲げた。線書きの図は全幅描記の第一音節の F1と凡をト

レースしたもので， 実線は陳氏のもの（以下Cと記す）点線は王氏のもの（以下W と記す）

である。 その下の記事は， 序報に述べたところに従って隕尾の音轡的特徴を並列し， 両者の

＊ 陳東海氏は東京外国語大学外人教師。両親とも北京人で， 1906年北京内城に生まれ， 1930年ごろまで北

京に居住，以後現在に至るまで中国語の教授に従事。

＊＊ 王徳新氏は序報に紹介した。
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差異を知る資料とした。 F2パターンは視覚的印象から， 微昇•平・凹・凸；短降．微降・後

降．降．急降の名称を与えたが，大別すれば，前4者を平型，後5者を下降型とすることがで

きる。パターン分類は全幅描記のソナグラムに拠ったので，後に掲げた½描記のものとは必ず

しも一致しない。終末周波数はしばしば韻尾に近づくにつれて弱化するので，終末の限界を見

定め難いものがあり，またスケールを使用して算定したので，正確な数値ではない。しかし対

立する音の相対的差異を示す客観的資料となし得るであろう。音声表記案は，ソナグラムと筆

者の聴覚印象に基く試案である。

3 

比較図表から次のことが明らかとなる。

(1) 韻腹凡変移パターン

in: 微昇•平・凹（以上平型） ；短降．微降・後降．降（以上下降型）。 急降なし。

ing: 短降・後降．降・急降。 微昇•平・凹・凸．微降なし。

ingはすべて下降型であるが， inには下降型も平型も含まれており，パターンに関しては両

者の区別を立てることができないかの如くである。しかし個々の対立例に当たると， inの平型

に対して ingは下降型であり，両者とも下降型である場合は， inより ingのほうが下降度が大

である。すなわち， inは下降度が芦‘口かまたは小， ingは下降度が大， という区別を立てるこ

とができる。パターンに関して注意すべき現象は， inに平型が出現しているが， ingにはそれ

がないということである。

(2) 韻腹 F2終末周波数

分析例の凡終末周波数をlOOHz毎にまとめてその分布をみると次のようになる。大文字は

後続音節の頭音が閉鎖音のもの，小文字は非閉鎖音のものを示す。

in ing 

Ccccccccc 
2kHz以上

WWwwwwwwww  
し一 ー・

1. 9 II CC w w Ww  
. --

1.8 II CC  W w w w 

1. 7 II cww  

1. 6 II CCCcWWW  ccWWwwwww  

1. 5 II CCC CC 

1.4 II CCcccWw 

1.3 II CW  W 
--

1.0 II CCC 

inの凡終末周波数は大部分が 2kHz以上に集中しているが，これはほとんどすべて後続音節

の影態によるもので，連音変化における inの特徴の一つである。これに対して ingは高い固波
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数で終るものが少なく，多くは 1.6kHz以下に散在している。個々の対立例に当たると両者の

区別は判然としており， 1.7kHz以上にある ingに対する inの周波数は， ingよりなお 0.4~

0.7 kHz高く，両者が最も多く混在する 1.6kHz帯では， ingより inのほうが 0.2""'0.6kHz高

い。このように，対立する例 同一または類似の音素排列よりなり，韻尾に関する音声環境

がほぼ等しい場合には，原則としてinの凡終末固波数が ingのそれより高い。

4 

4 • 1 

上に述べた F2パターンおよびF叶冬末固波数の相違は，いうまでもなく調音連動に伴う音脚

的構造の相違である。 では inとingにおける調音連動のちがいは具体的にいかなるものであ

り，特に聡覚 l̂．の識別に重要な手がかりは何であろうか。この間題を考える上の参考資料とし

て，まず日本話の発音を観察しよう。次のソナグラムは当研究事務室勤務のK嬢に発背しても

らった。日本語には—n と―ng との音頷的対立はない。しかし音声的には両者を含み，「委員

長」のイインは iin, 「委員会」のイインは iingと発音される。このちがいは中国語の inと

ingに相当するはずである。 しかるにソナグラムを見ると，イからンヘのわたりかたに巾国語

にみられるような顕蒻な差異がない。これは日本語と中国語との調音連動のちがいを表わして

いる。日本語では，母音イの口形をほとんど変えずに，舌端または後舌をもち上げて閉鎖を形

成する。したがってイからンヘわたる過程における共嗚腔の容積の変化は， nとngとの間に

大きな差はない。両者の F2パターンと F2終末周波数がほぼ等しいのはこのためである。中国

語の inでは， iの前舌の強いせばめに続いて，そのせばめがわずかにゆるむ過程があり，その

後に舌端がもちヒげられて閉鎖を形成する。 inの F2パターンが下降型となるのは，こういう

舌の動きを現わしている。 ingにおいては， iから ngへの過程で，前舌が下がりつつ後退し，

イインチョー （％幅，高域強調） イインカイ
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一方では後舌がもち上げられて閉鎖を形成する。舌の動きは inの場合よりも大き<, かつ閉

鎖の持続部における舌の最高点は日本語の場合より後寄りで，口腔の容積が大きい。 ingのF2

パターンが急降型でその終末周波数が低いのは，このような調音運動を現わしている。日本語

には nとngとの音韻的対立がなく中国語にあることが，調音運動に反映されていると考えら

れる。連続した発話においては， F2パターンの下降度の緩急とその終末周波数の高低差が，聴

覚的に inとingとを識別する重要な手がかりであって， 韻尾鼻音の持続部における音脚的構

造のちがいはさほど重要ではないと考えられる。なぜならば，韻尾はしばしば弱く発音され，

ソナグラムにもそのちがいがほとんど現われないことがあるからである 序報記事（前号72

真）参照。以上のことをふまえて以下，分析例について若干の検討を加えよう。

4 • 2 

まず in の多くを占める 2kHz 以上の F叶冬末周波数を有する例をみると，次のように， C•W

ともほとんど同じ例である。

C:引用，音楽，印象，金銀，金魚，信用，民心，信心，併命

w : //' //' //' //' //' //' //' //' //'親近

かつ， Cの8/8, Wの8/10例は， 後続音節の頭音が非閉鎖音であり， しかもその頭音は，則

舌の狭母音かまたは硬口蓋の摩擦音 巾国語では必ずiが後続する である。これらのF2

パターンには平・微昇・凹の各種が含まれるが，基本的には平型であり下降型はない。またそ

の多くは韻腹と韻尾との間に明確な境界が認められない。これは韻腹 iの舌の形をほとんど変

えることなく鼻音化した音 [i]が，本来の韻尾 nに代わったことを示している。 これに対する

ingを含む語では，凡パターンはすべて下降型であり， 終末周波数もかなり低い。 このよう

に，同一または類似の音声環境を有するにもかかわらず， ingは本来の調音連動の型があまり

変化しない。非閉鎖音が後続して ngの閉鎖が実現され難い場合でも，前舌の低下・後退と後

舌の高まりの型は維持され，その音声は［う］乃至［ふと表記し得るであろう。後続頭音が閉鎖音

の例 (C併命， W併命・親近）は，いずれも韻尾をはさむ母音が iであり，かつ韻腹が比較的短

かく発音されているためであろう，韻尾の閉鎖が行なわれているはずであるが，閉鎖音が後続

する他の例にみられるような F2の明瞭な下降が現われていない。これらに対する ingを含む

例の凡は，すべて下降型で低い周波数で終っている。 ということは，後続音節の閉鎖位置が

ngと矛盾するにもかかわらず， t韻腹から韻尾へ向かう舌の運動は ngのそれと大差ないこと

を示しているのである。

終末周波数が 1.9,..._,1.8kHz 帯にある in の例中， C• W 双方のソナグラムがほとんど一致し

ているのは「臨（時）」である。 この例は， 後続頭音の影曹で韻尾が非閉鎖音に変わっている

が，凡終末周波数が 2kHz以下に下がったのは， 後続音節の韻址が iではなくそり舌音であ

るからであろう。 同様の理由によって「信（服）」における―nも[f]乃至[i]と表記し得るであ

ろう。 その他の例はすべて韻尾がなんらかの閉鎖鼻音となっているものであるが，「親（近）」

は韻尾をはさむ母音が iであり，かつ短かく発音されたためであろう， W は平型で終末周波数

も2kHzと高い。「隠（蔽），音（変），勁（頭）」は CとW とで多少のちがいはあるが， パター

ンは下降型に属し， したがって調音連動は4・1に述べた状況に近い。この 3例は，発音者によ

っては凡終末周波数が 1.6kHzまで低下するが， これは韻尾の発音の強度にも関係があるの
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ではないかと考えられる。以 l：に対する ingの例は，ほとんどすべてド降の度合いがさらに強

<， 1リ］確に区別される。ただ， Cの「勁（頭）：鎧（頭）」は極めて似ており，聴覚的にも区別が

かなり［村難である。

5 

↑|lllは類似の音素排列よりなる語を比較してその恙異を 1リ］らかにしようとしたため，分析例

が少なく，偏ったものとなった。特に非閉鎖音が後続する例では，第二行節の隕母に前狭母音

を含むものが多く， in • ingの全面的な状況の観察となっていない。しかしながら，今阿の分

析を通じて，両者の韮本的な特徴に関するある程度の事実を明らかにし得たと考える。以下に

分析結果を簡l礼にまとめておく。

連続して発音された場合においても， inとingとの音脚的構造の差異は，原則として明確

に{f在する。韻腹の凡パターンは inより ingのほうがド降度が大である。 ド降度の差

は韻腹の出わたり， すなわち凡終末周波数の低下によって生ずるが， ingにおける下降

度は連音によって韻尾に変化を生じた場合でもおおむね維持される。 しかし inにおいて

は必ずしも維持されず，時には平型となる。したがって連音変化における in• ingの聴覚

上の区別は，韻尾鼻音に該当する部分の音鰐的差異のみならず，韻腹から韻尾へのわたり

によって生ずる音愕的差異が重要な手がかりとなっている，と考えられる。

6 

韻屋のセクション分析は，連音においては採取位置の判断に困難を生ずることがあり，分析

の結果を検討したが，日ドのところ報告に値する成果かない。
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鼻音韻母比較図表

r.ゼロ声母の音節

-..．-
-・  ----，．． --

‘‘ 

2kHz 二、

＼、

lkHz 

二二9／”一-----—-
/ ニニ／9'一

発喜 り［ （用） 応 （用） 音 （交）
単
語 yin yong ylngyong yinyue 

F2 C 平 降 平
変 移
パターン w 凹 後降 凹

F2 C 2.24 kHz 1.52 2.23 

周終波数末 w 2.08 1.61 2.35 
--

第音声一表音記節案 11・-, 1 ,I-1 1.~~, 1.;} ―9 11 ・-

後続音節頭音 非閉鎖音 非閉

ミ＼ 、一＇ こ＞

‘、‘、¥

-..:..乏ー,: ／ --- ・ニン、—--

応 （約） 印 （象） 影 （署）

yingyue yinxiang yingxiang 

後降 平 降

後降

1.52 

1.69 

5

7

 

凹
：
~
22
2

 

5

3

 

降

A

3

1
-
1
 

i99 ~
1
 

ー
.
1
 ，
 

~
1
 

•1 

nJ 
a-
•1 

，
 

~a-
.
1
 

鎖音 非閉鎖音

委 ＼、

ヽ----9-----
幽一一
‘ヽ

, 9’ ―̀ 
一

音 （程）応（承）

yincheng I yingcheng 

一、 、二[

>‘̀ ̀  `  ＼、
＼ 

二 ー
-.:..:ニ／’,／‘ -一--- ニーニ

銀（子） 蝿（子） 隠（蔽） 影（壁）

yinzi yingzi yin bi yingbi 

三二—―\-

,' 

ニン/- --

I ＇ 

後降 降 後降 急降 後降 急降 後降 降

凹 降 微降 降 急降 降 急降

1.65 1.43 1.69 1.02 1.89 1.07 1.80 1.51 
---- -

1.94 1.49 1.69 1.63 1.33 1.65 1.63 

in, 1 •I n 1•9 -9 1 n 1. 3 ―9 im, iI m 1.;:}-m, 1.;:} ―9 I. m ， I ・ I m 1. 3-m,1.3 -!J 

↓.“--｀・言～ヽ—···---~--·-~----・ 

(閉nと鎖同位音置） (閉nと鎖同位音置） (n•閉ng と鎖異な音る） (n閉•ng と鎖異な音る）

音（変）応（変）
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I]. 非ゼロ声母の音節

2kHz 
/”--~ -.... -.. .•..` ‘、 ／ ----- ー，一、、‘ヽ、 -’----̀  ― ` 

lkHz 

ク―-/--------- ．、ジ--— ク------・-- ・ーン9'’9 - ニニ-・・-―-̀-二-- ＇ジ之ミ

53 

>
金 （銀） 経 （営） 金 （魚） 鯨 （魚） 信 （用） 姓 （永）

単 語
jinyin jingying jinyu jingyu xinyong xingyong 

F2 C 平 後降 平 後降 平 後降

変パター移ン w 微昇 後降 平 後降 凸 後降

F2 C 2.26 kHz 1.37 2.27 1.63 2.27 1.59 

周終波末数 w 2.51 1.85 2.34 1.90 2.09 1.65 

第音声一表音記節案 Cll ．、 ci~~, ci.a ―9 Cll ・ • ci~9,C1.a ―9 Jii f i~~, f i ．a "9 

後続音節頭音 非閉鎖音 非閉鎖音 非閉鎖音

-----ー-

‘ ＼、 ―̀̀‘に

＼、、

ニニ---- ,-こ •------• 一．~一

信（服） 幸（幅） 民（心）

xinfu xingfu minxin 

二や、、 -.. ~ ．． 

＼
 

ぞヽーミ、 ＝＼、

----―こ乏 -ニニー
--------

•ン
---・・ •一-- ---・ 

―--～ 
--

明（星）信（心）星（星）臨（時）零（食）

mingxing I xinxin -.  xingxing I linshi I lingshi 

微降 降 平 後降 平 後降 凸 後降

微降 降 微昇 後降 微昇 後降 凸 後降

1.69 1.45 2.30 1.76 2.20 1.47 1.90 1.60 

1.87 1.40 2.46 1. 76 2.20 1.65 1.91 1.66 

jiI, Iii fl.;:}-9, f.i. ~ , ml・-l mi I ， jii Il.;'} 1) liir li9,li～ 9r 

非閉鎖音 非閉鎖音 非閉鎖音 非閉鎖音
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、一

--
,'9 ----←--

→、
ニニヘ ＇ヽ

ヽヽ• ------ ／ ー・・・・:..ニー

勁（頭）鋭（頭）親

jlntou ・ ̀ jingtou 

後降 後降 1 

qinjin 

（近）清（静）排（命）平（民）

-．̀ qingjing I pinming ,,  pmgmm 
... 

急降 短降 急降

微降

1.61 

1.84 

後降

短降

平 後降

1.57 

1. 73 

1.97 

2.12 

3

3

 

4

6

 

•• 1
1

 

平（後降）

2.05 

2.08 
(1.65) 

後降

1.00 

1. 92 

Cln 
• I 
Cl I) ・ヽ

C ln 
、.a 
c・1 -IJ p'im 

、.a 
p 1―I) 

閉鎖音
(nと同位置）

閉鎖音
(nと同位岡）

閉鎖音
(n•ng と異なる）

（注） 音声表記案に 2種ある場合は，前のものがC,後のものがWの発音を示す。
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IN・ INGを第一音節とする

2音節語のソナグラム

録音装置：ソニー製テープレコーダー TC4805型， 2台

分析装骰： リオン製サウンドスペクトログラフ SG-07型

円筒回転速度： 2.4秒

周波数特性：高域強調

周波数表示範囲： ½幅， 0""4000Hz 

左 側（C): 陳東海氏

右 側 (W): 王待新氏
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(W) 

用＇ 1
り

(C) 

lW) 

応、用

(C) 
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中国語の韻尾鼻音の
連音変化（第 2報）

(W) 

音 楽

(C) 

(W) 

応 約

(C) 
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(C) 印象 (W) 

(C) 影響 (W) 
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(C) 音 程 (W) 

(C) 応承 (W) 
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(C) 銀子 (W) 

(C) 蝿子
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(C) 蔽当
5

＂ 
(W) 

(C) 影 壁 (W) 
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(CJ 音 変 (W) 

(C) 応変 (W) 
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(C) 金 銀 (W) 

(C) 経 営 (W) 
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(W) 

(C) 

(W) 

鯨 焦
(C) 
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ギの連音変化（第 2報）
中国語の韻尾鼻曰

(W) 

伯・ 用
(C) 

(W) 

姓永
'C) 
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(W) 

服↓
直
ー

(C) 

(W) 

幸福

¥ C) 
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67 

(C) 民
ヽ
)し‘ ¥W) 

(C) 明星
(W) 
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(C) 臨時 (W) 

(C) 零食 (W) 
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(C) 勁頭 (W) 

(C) 鏡頭 (W) 
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(Cl 親近 (W) 

｀
ー
、c
 

ヽ
＼ 清 静 (W) 
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枡命

平民




